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諮 問 書  

食品衛生法（昭和22年法律第233号）第11条第1項の規定に基づき、下記の  

事項について、貴会の意見を求めます。  

記  

次に掲げる農薬の食品中の残留基準設定について  

クロラントラニリプロール  
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平成21年3月23日  

薬事・食品衛生審議会   

食品衛生分科会長 岸 玲子 殿  

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会   

農薬・動物用医薬品部会長 大野 泰雄  

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会  

農薬・動物用医薬品部会報告について   

平成21年3月4日厚生労働省発食安第0304004号をもって諮問された、食品衛生法  

（昭和22年法律第233号）第11条第1項の規定に基づくクロラントラニリブロー  

ルに係る食畠規格（食品中の農薬の残留基準）の設定について、当部会で審議を行った  

結果を別添のとおり取りまとめたので、これを報告する。  
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（別添）  

クロラントラニリブロール  

1．品目名：クロラントラニリブロール（Chlorantraniliprole）  

2．用途：殺虫剤  

アントラニリックジアミド系の殺虫剤であり、昆虫の筋肉細胞内のカルシウムチ  

ャンネルに作用してカルシウムイオンを放出させ、筋収縮を起こさせることにより   

殺虫効果を示すと考えられている。  

3．化学名   

3－bromoqN－［4－Chloror2－methyl－6－（methylcarbamoyl）phenyl］－1－   

（3－Chloropyridin－2Lyl）qlHTPyraZOle－5－Carboxamide（IUPAC）  

3．－bromo－N－［4－Chloro～2－methyl－6－［（methylamino）carbonyl］phenylトト  

（3－Chloro，2－pyridinyト1H－pyraZOle－5－Carboxamide（CAS）  

4．構造式及び物性  

HN／CH3  

隠。．  

分子式  

分子量  

水溶解度  

分配係数  

C,,H,,BrC1,N,O,, 
483．15  

1．023mg／L（20℃）  

logl。Pow＝2．76（20℃）  

（メーカー提出資料より）   
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5．適用病害虫の範囲及び使用方法   

本薬の適用病害虫の範囲及び使用方法は以下のとおり。   

また、「国外で使用される農薬等に係る残留基準の設定及び改正に関する指針につい   

て」（平成16年2月5日付け食安発第0205001号）に基づき、米、ばれいしょ、  

クレソン、はくさい、キャベツ、芽キャベツ、ケール、こまつな、きょうな、チンゲ   

ンサイ、ブロッコリー、カリフラワー、その他のあぶらな科野菜、エンダイブ、しゆ   

んぎく、レタス、その他のきく科野菜、パセリ、セロリ、その他のせり科野菜、トマ  

ト、ピーマン、その他のなす科野菜、かぼちや、しろうり、スイカ、メロン類果実、   

まくわうり、その他のうり科野菜、ほうれんそう、その他の野菜、マルメロ、びわ、   

もも、ネクタリン、アンズ、すもも、ぶどう、綿実、陸棲晴乳類の肉類及び陸棲晴乳   

類の乳類に係る残留基準の設定が要請されている。  

（1）国内での使用方法  

（》一5％クロラントラニリプロール水和剤（フロアブル）  

適用   希釈   使用   使用   
本剤の   タロテントラニげロリレ  

作物名  倍数   液量   時期  使用 回数  使用   を含む農薬の 総使用回数  
セル成型育苗トレ  

イ1箱またはへ○  

ーハーーホ○ット1冊  

コナが  （約30×  
100倍  

育苗期後半  
アオムシ  60cm、  ～定植当日   4回以内  

キヤヘやッ  ヨトウムシ  使用土壌  （濯注は1回以内、  
ハスモンヨトウ  約1．5～4L）  散布は3回以内）  

当たり0．5L  

100′、  収穫  3回以   散布  

／イマタ～ラノメイが   
2000倍   300UlOa  3日前まで  内  

セル成型育苗トレ  

イ1箱またはへ○  

ーハ○－ホ○ット1冊  

（約30×  
コ州†  100倍  

育苗期後半 ～定植当日  1回  潅注   

60cm、  
4回以内  

はくさい  アオムシ  
使用土壌  

（潅注は1回以内、  
ヨトウムシ  

約1．5～4L）  散布は3回以内）  

当たり0．5L  

100～  収穫  3回以   散布   

2000倍   300UlOa  3日前まで  内  

セル成型育苗トレ  

イ1箱またはへ○  

ナモク■リハ○ェ  －ハ○－ホ●ット1冊  

ハスモンヨトウ  
100倍  

（約30×  育苗期後半  
オオタバコが  60cm、  ～定植当日   

カデラヤが  使用土壌  4回以内  

レタス  約1．5～4L）  （潅注は1回以内、  
当たり0．5L  散布は3回以内）  

ナモク÷リバェ   
1000～  

2000倍   
100′－  

ハスモンヨトウ  
収穫  

300UlOa  
3回   散布  

材タハ○コが  
3日前まで   以内  

ヨトウムシ   

モ   



①5％クロラントラニリブロール水和剤（フロアブル）（続き）  

適用   希釈   使用   任用   本剤の   
タロラントラニリアローサ  

作物名  
病害虫名   倍数   液量   時期  

使用  
方法   

を含む農薬の  

回数   総使用回数  

ブロッコリー   
コナが．  

2000倍   
100～  

収穫  
アオムシ  3目前まで  3回  

散布   
1000～  300UlOa  収穫前日  以内  

3回以内   

トマト   トマトハモク～リハ÷ェ  
2000倍  まで   

100′、  
1株当たり 25 港注   

200倍  m⊥   ～定植当日   
4回以内  

きゆうり  トマトハモク÷リハヾェ  
1000～  100～  

（潅注は1回以内、  

2000倍   300UlOa   
散布は3回以内）          収穫前日 まで  3回以内  散布   

100倍   
トマトハモク～リハ÷ェ  1株当たり 25mL  育苗期後半 ～定植当日  1回   

港注   
3回以内  

なす  1000～  
100′）  

（澄江は1回以内、  

2000倍   300UlOa   
散布は2回以内）          収穫前日 まで  2回以内  散布  

ハスモンヨトウ  2000倍   

いちご   ハスモンヨトウ   
収穫前日 まで  2回以内   

2回以内   

2000倍   

ねぎ   シロイチモゾヨトウ  
収穫  

100′－  3日前まで   

だいず   300UlOa  
散布  

収穫  
3回以内  

7日前まで   
3回以内  

ハスモンヨトウ  4000倍  

えだまめ  
収穫  
3日前まで   

②10％クロラントラニリプロール水和剤（フロアブル）  

希釈   使用   使用   
クロラントラニリアロール  

作物名  適用病害虫名  
本剤の  使用  

液量   
を含む農薬の  

時期  使用回数  方法   
総使用回数  

チャノコカクモンハマキ  摘採  
1回   茶  

チャノホげ   2000倍  200～ 400UlOa   3日前まで  
1回   

シンクイムシ類  2500′－ 5000倍   

りんご  ハ璃ムシ類  

キンモンホリが  

キ～ンモンハモク～りが   

200′～  収穫3日前  
散布  3回以内  

700UlOa  まで   

すもも   シンクイムシ類  2500倍   

なし   シンクイムシ類  5000倍   

もも  シンクイムシ類 モモハモ～  5000倍  

ネクタル  クりが  
2回以内  2回以内   

了   



③1％クロラントラニリプロール粒剤  

タロラントラニけロール  

作物名   
適用  

使用量   
本剤の  

病害虫名  
使用時期  

使用回数   
使用方法   を含む農薬の  

総使用回数   

育苗箱の  

（30×60×3cm、  
コデノメイが   移植当日   

上から  
稲  

使用土壌約5L）  
1回  

均一に  
1回   

1箱当たり50g  散布する  

（2）海外での使用方法（米国）   

①20％クロラントラニリブロール水和剤  

作物名   
1回当たりの  

使用量   使用回数   
使用時期   使用方法   

果菜類   収穫前日 

あぶらな属野菜  
収穫3日前ま   

29．3～109．5  で  
4回   219gai几a   

葉菜類  gai仏a  
散布、港注  

（あぶらな属を除く）  収穫前日まで   

うり科野菜   

②35％クロラントラニリプロール顆粒水和剤  

1回当たりの  
栽培期間中  

作物名  の  

使用量   
使用時期   使用方法   

使用回数    総使用量  

37～110．5  
仁果類  221gai几a   

ga∽1a   

37～74  
収穫14日前まで   

ばれいしょ  222 g ai/ha 
gai几a  

37～110．5  
核果類  4回  収穫10日前まで   

gai仏a  
散布  

37～110．5  
ぶどう  221gaiノha  

gai几a  

綿   
49′～110．5  

収穫21日前まで   
gai仇a  

0
0
 
 
 



6．作物残留試験結果  

（1）分析の概要   

（∋分析対象の化合物  

・クロラントラニリブロール  

②分析法の概要  

試料を含水アセトニトリルで抽出し、陰イオン交換ミニカラム及びポリマー系   

ミニカラムで精製し、高速液体クロマトグラフィー質量分析計（LC／MS）を用いて   

定量する。  

定量限界∴0．01ppm  

（2）作物残留試験結果  

（D水稲  

水稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を育苗箱あたり   

50g散布したところ、散布後119～137日の最大残留量注1）は以下のとおりであった。  

クロラントラニリブロール：く0．01、く0．01ppm  

水稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を育苗箱あたり  

50g散布したところ、散布後119～137日の最大残留量は以下のとおりであった。  

クロラントラニリプロール：0．01、0．02ppm  

②だいず  

だいず（乾燥子実）を用いた作物残留試験（2例）において、5％フロアブルの  

4000倍希釈液を計3回散布（200L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留  

量は以下のとおりであった。  

クロラントラニリブロール：0，03、〈0．01ppm  

③えだまめ   

えだまめ（さや）を用いた作物残留試験（2例）において、5％フロアブルの4000   

倍希釈液を計3回散布（150～200，200L／10a）したところ、散布後3～21日の最大   

残留量は以下のとおりであった。  

クロラントラニリプロール：0．14、0．32ppm  

④はくさい   

はくさい（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、5％フロアブルの100   

倍希釈液を育苗期にセル成型育苗トレイ（30×60cm）1箱あたり500mL港注処理   

し、．生育期に2000倍希釈液を3回散布（200L／10a）したところ、散布後3～21日   

の最大残留量は以下のとおりであった。  

クロラントラニリブロール：0．26、0．46ppm  
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⑤キャベツ   

キャベツ（葉球）を用いた作物残留試験（2例）において、5％フロアブルの100  

倍希釈液を育苗期にセル成型育苗トレイ（30×60cm）1箱あたり500mL濯注処理   

し、生育期に2000倍希釈液を3回散布（200L／10a）したところ、散布後3～21日   

の最大残留量は以下のとおりであった。  

クロラントラニリブロール：0．12、0．12ppm  

⑥ブロッコリー   

ブロッコリー（花膏）を用いた作物残留試験（2例）において、5％フロアブルの   

ノ♂β倍希紺を斉荻野仁セル戌響荊茅′レイβ♂ズ∂βc扉ノ屠あたク甜β正彦堕   

必摩し、生育期に2000倍希釈液を3回散布（200，70～150L／10a）したところ、散   

布後3～21日の最大残留量は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は適用   

範囲内で行なわれていない。  

クロラントラニリブロール：0．20、0．10ppm  

⑦レタス   

レタス（茎葉）を用いた作物残留試験   

倍希釈液を育苗期にセル成型育苗トレイ   

し、生育期に1000倍希釈液を3回散布   

の最大残留量は以下のとおりであった。  

クロラントラニリブロール：3．00、  

（2例）において、5％フロアブルの100  

（30×60cm）1箱あたり500mL港注処理  

（200L／10a）したところ、散布後3～21日  

0．60ppm  

⑧ねぎ   

ねぎ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、5％フロアブルの2000倍   

希釈液を3回散布（200L／10a）したところ、散布後3～21日の最大残留量は以下の   

とおりであった。  

クロラントラニリブロール：0．21、0．66ppm  

⑨トマト   

トマト（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、5％フロアブルのJβ♂   

倍希界汐を斉炭労／こ一席あたク2吉成瘡生処屠L、生育期に1000倍希釈液を3回   

散布（200L／10a）したところ、散布後1～14日の最大残留量は以下のとおりであっ   

た。ただし、これらの試験は適用範囲内で行なわれていない。  

クロラントラニリプロール：0．04、0．19ppm  

⑲なす   

なす（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、5％フロアブルの100倍希   

釈液を育苗期に一株あたり25mL潅注処理し、生育期に1000倍希釈液を2回散布  

（200L／10a）したところ、散布後1～14日の最大残留量は以下のとおりであった。  

クロラントラニリブロール：0．06、0．26ppm  

10  

育∵摺   



⑪きゆうり  

きゆうり（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、5％フロアブルの100   

倍希釈液を育苗期に一株あたり25mL港注処理し、生育期に1000倍希釈液を3回   

散布（200，300L／10a）したところ、散布後1～14日の最大残留量は以下のとおり   

であった。  

クロラントラニリブロール：0．05、0．07ppm  

⑫りんご  

りんご（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの2500   

倍希釈液を計3回散布（600，500L／10a）したところ、散布後3～21日の最大残留   

量は以下のとおりであった。  

クロラントラニリブロールニ0．31、0．10ppm  

⑬なし   

なし（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルのゑ死相   

仔希釈液を計3回散布（400，700L／10a）したところ、散布後3～21日の最大残留   

量は以下のとおりであった。  

クロラントラニリプロール：0．16、0．18ppm  

⑭もも  

もも（果肉）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの5000   

倍希釈液を計2回散布（400，500L／10a）したところ、散布後3～21日の最大残留   

量は以下のとおりであった。  

クロラントラニリプロール：0．02、く0．01ppm  

もも（果皮）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの5000   

倍希釈液を計2回散布（400，500L／10a）したところ、散布後3～21日の最大残留   

量は以下のとおりであった。  

クロラントラニリブロール：1．67、0．70ppm  

⑮ネクタリン   

ネクタリン（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの   

5000倍希釈液を計2回散布（400L／10a）したところ、散布後3～21日の最大残留量   

は以下のとおりであった。  

クロラントラニリプロール：0．11、0．08ppm  

⑯すもも   

すもも（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、 10％フロアブルの2500   

倍希釈液を計3回散布（500L／10a）したところ、散布後3～21日の最大残留量は以   

下のとおりであった。  
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クロラントラニリプロール：0．04、0．08ppm  

⑰おうとう   

おうとう（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの2500   

倍希釈液を計3回散布（700，500L／10a）したところ、散布後3～21日の最大残留   

量は以下のとおりであった。  

クロラントラニリブロール：0．38、0．23ppm  

⑬いちご   

いちご（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、5％フロアブルの2000   

倍希釈液を計2回散布（200L／10a）したところ、散布後1～14日の最大残留量は以   

下のとおりであった。  

クロラントラニリブロール：0．23、0．30ppm  

⑲茶   

茶（荒茶）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの2000倍希  

釈液を1回散布（400L／10a）したところ、散布後3～21日の最木残留量は以下のと   

おりであった。  

クロラントラニリブロール：29．8、38．6ppm  

茶（浸出液）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの2000   

倍希釈液を1回散布（400L／10a）したところ、散布後3～21日の最大残留量は以下   

のとおりであった。  

クロラントラニリブロール：16．9、19．6ppm  

なお、これらの試験結果の概要については、別紙1－1、海外で実施された作物  

残留試験成績の結果の概要については、別紙1－2を参照。  

注1）最大残留量：当該農薬の申請の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間  

を最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条件下の作物残留試験）を実施し、そ  

れぞれの試験から得られた残留量。  

（参考：平成10年8月7日付「残留農薬基準設定における暴露評価の精密化に関する意見具申」）  

注2）適用範囲内で実施されていない作物残留試験については、適用範囲内で実施されていない  

条件を斜体で示した。  

7．乳牛における残留試験結果   

乳牛に対してクロラントラニリブロール1、3、10及び50ppm相当を含有するゼラチ   

ンカプセルを28日間にわたり摂食させ、筋肉、脂肪、肝臓、腎臓中のクロラントラニ  

リブロールを測定した。また、牛乳については、投与開始後、1、3、5、7、10、14、21、  
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28日目に搾乳したものを測定し、14及び21日後に採取した牛乳より調製したスキムミ  

ルク及びクリーム試料についても測定した（定量限界：0．010ppm）。結果については表  

1参照。  

表1．組織中の最大残留（ppm）  

定量限界（0．010ppm）  でも検出限界（0．003ppm）を超えていた場合は、有効数  

・字1桁で表中に記載し、該当するセルに網をかけて示した。  

上記の結果に関連して、米国とカナダにおける作物残留試験から、肉牛で1．51ppm、  

乳牛で1．62ppmと算出されたmaximumdietaryburden注）を基に、米国では陸棲晴乳類  

の肉及び乳に対して、0．01ppmの残留基準を設定している。  

注）maximum dietary burden：飼料として用いられる各作物ごとに、残留試験で認められた最   

大濃度、飼料の乾燥度合及び給与割合を掛け合わせ、それらの値を合計することにより、   

飼料の摂取によって畜産動物が暴露されうる農薬の最大量を算出したもの。飼料中残留濃度   

として示される。  

8．魚介類への推定残留量  

本農薬については水系を通じた魚介類への残留が想定されることから、農林水産省   

から魚介に関する個別の残留基準の設定について要請されている。このため、本農薬   

の水産動植物被害予測濃度注l）及び生物濃縮係数（BCF：Bioconcentration Factor）   

から、以下のとおり魚介類中の推定残留量を算出した。  

（1）水産動植物被害予測濃度  

本農薬が水田及び水田以外のいずれの場面においても慣用されることから、水田   

PECtier2注2）及び非水田PECtierl注3）について算出したところ、水田PEC   

tier2は0．19ppb、非水田PECtierlは0．0044ppbとなったことから、水田PE   

Ctier2の0．19ppbを採用した。  
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（2）生物濃縮係数  

本農薬はオクタノール水／分配係数（logl。Pow）が2．76であり、魚類濃縮性試験が   

実施されていないことから、BCFについては実測値が得られていない。このため、  

logl。Powから、相関式（Logl。BCF＝0．80Logl。Pow－0・52）を用いて48・8と算出され   

た。  

（3）推定残留量  

（1）及び（2）の結果から、水産動植物被害予測濃度：0．19ppb、BCF：48．8  

とし、下記のとおり推定残留量が算出された。  

推定残留量＝0．19ppb X（BCFX5）＝0．04636ppm≒0．05ppm  

注1）農薬取締法第3条第1項第6号に基づく水産動植物の被害防止にかかる農薬の登録保留基準設  

定における規定に準拠  

注2）水田中や河川中での農薬の分解や土壌・底質への吸着、止水期間等を考慮して算出したもの。  

注3）既定の地表流出率、ドリフト率で河川中に流入するものとして算出したもの。  

（参考：平成19年度厚生労働科学研究費補助金食品の安心・安全確保推進研究事業「食品中に残留  

する農薬等におけるリスク管理手法の精密化に関する研究」分担研究「魚介類への残留基準設  

定方法」報告書）  

9．ADIの評価   

食品安全基本法（平成15年法律第48号）第24条第1項第1号の規定に基づき、  

平成20年3月25日付け厚生労働省発食安第0325001号により食品安全委員会  

あて意見を求めたクロラントラニリブロールに係る食品健康影響評価について、以下の   

とおり評価されている。  

無毒性量：26．1mg／kg体重／day  

（動物種）  マウス  

（投与方法）  混餌  

（試験の種類）  発がん性試験  

（期間）  

安全係数：100  

ADI：0．26mg／kg体重／day  

18カ月間  

10．諸外国における状況   

JMPR における毒性評価はなされておらず、国際基準も設定されていない。  

米国、カナダ、欧州連合（EU）、オーストラリア及びニュージーランドについて調  
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査した結果、米国においてあぶらな科野菜等に、オーストラリアにおいてりんご等に、  

EUにおいてぶどう等に、カナダにおいてセロリ等に基準が設定されている。  

11．基準値案  

（1）残留の規制対象  

クロラントラニリブロール本体  

なお、食品安全委員会によって作成された食品健康影響評価においては、暴露評価対   

象物質としてクロラントラニリブロール（親化合物のみ）と設定している。  

（2）基準値案  

別紙2のとおりである。  

（3）暴露評価  

各食品について基準値案の上限まで又は作物残留試験成績等のデータから推定さ   

れる量のクロラントラニリプロールが残留していると仮定した場合、国民栄養調査   

結果に基づき試算される、1日当たり摂取する農薬の量（理論最大1日摂取量（TM   

Dり）のADIに対する比は、以下のとおりである。詳細な暴露評価は別紙3参照。  

なお、本暴露評価は、各食品分類において、加工・調理による残留農薬の増減が   

全くないとの仮定の下におこなった。  

TMDI／ADI（％）注）   

国民平均   8．2   

幼′j、児（1～6歳）   14．3   

妊婦   6．8   

高齢者（65歳以上）   8．9   

注）TMDI試算は、基準値案×摂取量の総和として計算している。  

15   



（別紙1－1）  

クロラントラニリブロール作物残留試験一覧表  

農作物  試験圃場数   
試験条件  最大残留量（ppm）  

剤型   ニ 
【クロラントラリブロール】  

水稲  圃場A：〈0．01（1回、137日）  

（玄米）   

2t   1％粒剤   50g／箱散布   上回  119，137日  
圃場B：〈0．01（1回、119日）   

水稲  圃場A：0．01（1回、137日）  

（稲わら）   
2   1％粒剤   50g／箱散布   上回  119，137日  

圃場B：0．02（1回、119日）   

だいず   4000倍散布  圃場Aニ0．03   
2   5％フロアプル剤  

（乾燥子実）  
200L／10a   7          呈回  ＿，14，21日   

圃場B：く0．01   

えだまめ  4000倍散布  圃場A：0．14  

（さや）   

2   5％フロアプル剤  
150～200．200L／10a   

呈回  旦，7，14，21日  
圃場B：0．32   

キャベツ  
5％フロアプ／レ剤  100倍500mL／セ小レイ港注 ＋2000倍散布 

圃場A：0．12（4匡Ⅰ、7日）  

（菓球）   

－2  
，200L／10a   圃場B：0．12   

はくさい  圃場A：0．26  

（茎葉）   

2   5％フロアプル剤  100倍500mL／セ小レイ確注 ＋2000倍散布，200L／10a  皇回  旦，7，14，21日  圃場B二0＿46   

ブロッコリー  100倍500mL／セルルイ濯注  圃場A：0．20（4回、3日）（＃）  
2   5％フロアプル剤  ＋2000倍散布，  4回  3，7，14，21日  

（花菅）  200．70～150L／10a  圃場B：0，10（4回、3日）（＃）   

レタス  圃場A：3．00（4回、7日）  

（茎葉）   

2   猪フロアプル剤  100倍500mL／セ小レイ潅注 ＋1000倍散布，200L／10a  4回  旦7，14，21日  圃場B：0．60   
ねぎ  2000倍散布  圃場A：0．21  

（茎葉）   
2  5％フロアプル剤  200L／10a   呈回  旦，7，14，21日  

圃場B：0．66   

トマト  靖場A：0．04（4回、7日）（＃）  

（果実）   

2   5％フロアプル剤  100倍25mL／ホープト潜注 ＋1000倍散布，200L／10a  4回  1，7，1．4日  圃場B：0．19（4回、1日）（＃）   
なす  100倍25mL／ホ●外港注  圃場A：0．06  

（果実）   

2   5％フロアプル剤   ＋1000倍散布，200L／10a  旦回  ム7，14日  
圃場B：0．26   

きゆうり  圃場A：0．05  
2   5％フロアプル剤  100倍25mL／ホ●ット澄江 ＋1000倍散布，200．300L／10a  皇回  ム7，14日  （果実）  圃場B：0．07   

りんご  2500倍散布  圃場A：0．31  

（果実）   
2   10％フロアプル剤  500，600L／10a   呈回  呈，7，14，21日  

圃場B：0．10   

なし  2500倍散布  開場A：0．16  

（果実）   

2   10％フロアプル剤  
400，700L／10a   

呈回  ＆7，14，21日  
圃場B：0．18   

もも  5000借散布  圃場A：0．02  
2   10％フロアブル剤  

（果肉）  
400，500L／10a   呈回  も7，14，21日  

圃場8：〈0．01   

もも  5000倍散布  圃場A：1．67  
2   10％フロアプル剤  呈回  呈，7，14．21日  

（果皮）  400，500L／10a  圃場B：0．70   

ネクタリン  5000倍散布  圃場A：0．11  

（果実）   
2   1鵬フロアプル剤  400L／10a   呈回  呈，7，14，21日  

圃場B：0．08   

すもも   2500倍散布  圃場A：0．04（3回、14日）   
2   10％フロアプル剤  

（果実）  
500L／10a   呈回  旦，7，14，21日   

圃場B：0．08   

おうとう  2500倍散布  圃場A：0．38  

（果実）   

2   10％フロアプル剤  500，700L／10a   旦回  呈，7，14，21日  
圃場B：0．23   

いちご  2000倍散布  圃場A：0．23  

（果実）   
2   5％フロアプル剤  200L／10a   呈回  ム7，14日  

圃場B：0．30   

茶  2000倍散布  圃場A：29．8  

（荒茶）   

2   10％フロアブル剤  400L／10a   上回  旦7，14，21日  
圃場B：38．6   

茶  2000倍散布  圃場A：16．9  

（浸出液）   

2   1鴎フロアブル剤  400L／10a   上回  旦7，14，21日  
圃場8：19．6   

最大使用条件下の作物残留試験に、アンダーラインを付している。   

なお、食品安全委員会の農薬評価書「クロラントラニリブロール」に記載されている作物残留試験成績は、各試験条件における残留農  
薬の最高値及び各試験場、検査機関における最高値の平均値を示したものであり、上記の最大残留量の定義と異なっている。  

16   



（別紙1－2）  

クロラントラニリブロール海外作物残留試験一覧表  

試験  
農作物   圃場数   

試験条件  最大残留量（pptれ）  

剤型   使用量・使用方法  回数  経過日数   
【タロ   ラントラニリブロール】  

▼ユ上L之主」建月  

7．15．21，18日   
1．3．7．14．21日  圃場C  回、3日）  
1、3．7．14、21日   圃場D  

圃場E：く0＿003  
圃場F：く0＿003  

圃場G：く0．003  

圃場H：く0．003  

圃場Ⅰ：く0＿003  

ばれいしよ   18  35％顆粒水和剤   0．2091bai／A   三回  
上皇日  

圃場J：〈0．003  
（塊茎）  圃場K：0．005  

圃場L：0．003  

圃場M：く0．003  

圃場N：〈0．003  

圃場0：く0．003  

圃場P：く0．003  

圃場Qニ〈0．003  

15日   
圃場R：  

臨場S：   

ぱれいしよ   ロ  35％顆粒水和剤  1．0171b∂i／A  旦回   
（塊茎）  

14日   圃場A：0．004（＃）   

圃場A  
圃場B  

キャベツ  圃場C  

（菓球）  7  20％フロアデル剤   0．2091bai／A  呈回   3日  圃場D  

外葉あり  圃場E  
圃場F  
匪Ⅰ場G  

キャベツ  圃場A  
（菓球）  3  20％フロアデル剤   0．2091bai／A  呈回   3日  圃場B  

外菓なし  圃場C  
圃場A  
圃場B  

ブロッコリー  3日  
圃場C  

（頭部及び茎）   
7  20％7げデル剤   0．2081bai／A  呈回  圃場D  

圃場E  

墓F  
0，1，3，7，10日                 圃場G  、1日）   

圃場A  
圃場B  

からしな  
6  20％フロアデル剤   0．2091bai／A  呈回   3日  

圃場C  

（茎葉部）  圃場D  
圃場E  
圃場F  
圃場A  
圃場B  

レタス  
1日  

圃場C  
（茎葉）  7  20％フロアフ㍉レ剤   0．2041bai／A  呈回  圃場D  

外葉あり  圃場E  

場F  
0．1、3、7．10日  圃場G  、3日）   

レタス  圃場A  

（茎葉）  3  20％フロアデノレ剤   0．2041bai／A  呈回   1日  圃場B  

外菓なし  圃場C  
圃場A  
圃場B  

リーフレタス  
圃場C  

（茎葉）   

ロ  20％フロアフナル剤   0．2091bai／A  呈回   1日  圃場D  
圃場E  
圃場F  
圃場G  
圃場A  
圃場B  

セルリー  圃場C  

（茎葉）  7  20％フロアフ～ル剤   0．2041bai／A  呈回   1日  圃場D  

外菓あり  圃場E  
圃場F  
圃場G  

セルリー  圃場A  
（茎葉） 外菓なし  3  2鴫フロアデル剤   0．2041bai／A  呈回   1日  圃場B  

圃場C  
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試験  試験条件  最大残留量（ppm）  
農作物   圃場数  

使用量・使用方法  回数   経過日数   
【クロ   ラントラニリブロール】  

剤型  
圃場A  
圃場B  

1日  
圃場C  

ほうれんそう   7  20％フロアデル剤   
（茎葉）  

0．2091bai／A  呈回  圃場D  
圃場E  
圃場F  

0、1，3、7．10日  陸】！嘉G  3日）   
圃場A  
圃場B  
圃場C  
圃場D  
圃場E  
圃場F  

トマト  
（果実）   

13  20％フロアデル剤   0．2101bai／A  呈回   1日  圃場G  
圃場H  
圃場Ⅰ  
圃場J  
圃場K  
圃場L  
圃場M  
圃場A  
圃場B  
圃場C  

ピーマン  
7  20％フロアデル剤   

（果実）  

0．2091bai／A  呈回   1日  圃場D  
圃場E  
圃場F  
圃場G  
圃場A  

とうがらし  
4  20％フロアデル剤   0．2091tbai／A  呈回   1日  

圃場B  

（果実）  圃場C  
匪l場D  

圃場A  
圃場B  
圃場C  

きゆうり  
7  20％フロアデル剤   

（果実）  

0．2111bai／A  呈回   
1日  

圃場D  
圃場E  

凰F  
0．1．3，7．10日  面瘍G  回、1日）   

圃場A  
カンタロープ  圃場B  

（果実）  6  20％フロアデル剤   0．2151bai／A  呈回   1日  
圃場C  

※果皮を含む  圃場D  

全果実  圃場E  
圃場F  

マスクメロン  

（果実）  

※果皮を含む  
20％フロア70ル剤   0．2151bai／A  呈回   1日   圃場A：0．011   

全果実   

圃場A  

サマースカッ  
圃場B  

シュ  6  20％フ岬フ■ル剤   0．2101bai／A  呈回   1日  
圃場C  

（果実）  

圃場D  
圃場E  
圃場F  
圃場A  

14日  圃場B  

C  

りんご  
15日  

（果実）  

圃場E  

圃場F  

※全果実  
13  35％顆粒水和剤  0．2071bai／A  呈回  圃場G  

（芯及び果梗  14日  圃場H  

基部を含む）  
圃場Ⅰ  
圃場  
圃場  
圃場  

0．7．14．21．28日  圃場  回、7日）   

圃場A  
14日  

なし  圃場B   

（果実）  10日   圃場C  ：0．065  

※全果実  
7  35％顆粒水和剤  0．2041bai／A  呈回  圃場D  

14日  

（芯及び果梗  圃場E   

基部を含む）  13日   圃場F  ：0．038  ‾ 
揚G  ：0．070   

㌃
 
 
 



試験  試験条件  最大残留量（ppm）  
農作物   囲場数  

任用量・使用方法  回数   経過目数   
【クロ   ラントラニリブロール】  

剤型  
11日  

10日  塵装旦」  

＿】＿．＿＿▼▼辻旦＿＿▲＿＿＿＿  
10日  匪l場D  

もも   ＿！J＿左旦Å．L＿ユ亘旦▼．．   

（果実）  
13  35％顆粒水和剤   0．211bai／A  呈回  

11日   圃場F  

9日   

圃場G：  

※果皮を含む  魔境軋：   

全果実  10日  

（核を除く）  11日  Eヨ＝  
蹄！嘉K  回、1日）       1，3．8．10，14日’  

10日   匡l堤L  

圃場A  
圃場B  
圃場C  

すもも  8  35％顆粒水和剤   0．201bai／A  呈回   
10日  

圃場D  

（果実）  
圃場E  
圃場F  

0，5．10，14，21日  圃場G  
10日   圃1嘉H  

すもも   
10日   

圃場A  

（果実）  2  35％額粒水和剤   
0．201bai／A  三回  歯堤B  

すもも   
10日   

圃場A  

（果実）  2  35％顆粒水和剤   
0．201bai／A  呈回  

匪l場B  

10日   l週場A  

9日   圃場B  
圃場C  

おうとう  8  35％顆粒水和剤   0．201bai／A  呈回  
圃場D  

（果実）  

10日  
圃場E  
し堤F  

9日   繭堤G  
10日   陸揚H  

おうとう   
10日   

圃場A  

（果実）  2  35％顆粒水和剤   
0．201bai／A  之回  

圃〕募B  

おうとう  
10日   

圃場A  

（果実）   2  35％顆粒水和剤 （展着剤加用）   

0．201bai／A  三回  
圃！嘉B  

14日   ＿風速A  

1，2，7．13．23日  圃場岳  回、1日）  
圃場C  
圃場D  

14日  圃場E  
圃場  

ぶどう   12  35％顆粒水和剤   0．211bai／A  呈回  
岡垣  

13日  

回1日〕       1471520日  
圃場J  

15日  
圃j嘉K   

13日   圃場  
巳ヨノ＝  

圃場  
21日  圃場  

圃場  
画境  

22日   
圃場F  

綿実  14  35％顆粒水和剤  0．2031bai／A  呈回                    圃G   
（種子）  21日  

20日   問場  
22日   圃場  
21日   圃場  

23日  

0．7，14，21，28日   
0．6．14．20．25日  匪l場  、6日）   

圃場  
圃場  

21日  圃場  
綿実  7  35％顆粒水和剤  0．2031bai／A  呈回  昆ヨ＝  

（繰綿）  圃場  

22日   

圃場F：1．2  

圃場G：15   
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（別紙2）  農薬名  クロラントラニリブロール   

参考基準値  
基準値  外国  作物残留試験成績   

農産物名  案  現行  基準値  
PPm   PPm   PPm  pPm   PPm  

米   0．05  申，汀  く0．01，〈0．01   

申  大豆   0．2  0．03（‡）．く0．01   

【〈0．003－  
ばれいしよ   0．01  IT  0．01  アメリカ   0．005（nミ19）／0．004（n＝1日   

【米国レタス、りづレタス、セロリを参  
クレソン   13  lT  13  アメリカ  照】   

0．26．0，46  

はくさい  4．0  申，汀  【米国キヤへ■ッ、ブロッコリーを参照】  

0．12．0．12  
【0、043－l．2（n＝7）（外套有り）】  

キャベツ  4．0  申，IT  【0．D54－0．098（山王3）（外集なし）】   

芽キャベツ   4．0  fT  （米国キ十へ◆ッ、7●りコグーを参照】   

ケール   1T  【米国からしなを参照】   
こまつな   lT  【米国からしなを参照l   

きような   1T  l米国からしなを参照】   

チンゲンサイ   lT  【米国からしなを参照】   

カリフラワー   4．0  lT  【米国キヤヘ●ッ、ブロクコ1トを参照】   

0．20（軌0．10（＃）  
ブロッコリー   4．0  申，IT  【0．13－0．71（n＝7）】   

その他のあぶらな科野菜   1T  アメリカ  【l．3－6．1（nニ6×米国からしな）I   

【米国レタス、り十7レタス、セロリを参  

エンダイブ   13  tT  アメリカ  照】   

しゆんぎく   
l米国レタス、リーフレタス、セロリを参   

13  lT  照l   

3．00，0．60   

【0．004－2．5（n＝7X外葉あり）l  

【0．072－0．74（n＝3）（外柔なし）】  

レタス  13  申，IT  【3．4－6．3（n＝7）（リーフレタス）】   

その他のきく科野菜   
【米国レタス、リーフレタス、セロリを参  

13  IT  13  アメリカ  照l   

申  ねぎ   0．21，0．66（‡）   

【米国レタス、りづレタス、セロリを参  
パセリ   13  lT  13  アメリカ  照】   

【1．1－3．8（n＝7）（外集ありH  
セロリ  13  IT  【0．22－2．6（n＝3）（外業なし）】   

その他のせり科野菜   
【米国レタス、ゾウレタス、セロリを参  

13  lT  13  アメリカ  照l   

0．04（軋0．19（詳）  
トマト   0．7  申，lT  0．70  アメリカ  【0．018－0．13（肝13）】   
ピーマン   0．7  IT  【0．024－0．19（n≡7）I   

なす   0．7  申  0．06，0．26（‡）   

その他のなす科野菜   0．7  lT  0．70  アメリカ  【0．07ひ－0．22（n＝4）（とうがらし）】   

0．05．0．07  

きゆうり   0．3  申  0．25  アメリカ  【0．006－0．083（n＝7）】   

【0．022－0．093（n＝6）（サマース   
かぼちや   0．25  1T  カッシュ）l   

【米国きゅうり、かぼちゃ、メロン  
しろうり   0．25  lT  を参照】   

すいか※l   
l米国きゅうり、かIfちゃ、メロン  

0．25  1T  を参照】   

【仇028－0．12（n＝6）（カンタローフつ】  

メロン類果実※l   0．25  lT  【0．011（n＝l）マスクメロンl   

まくわうり   
【米国きゅうり、かぼちや、メロン  

0．25  lT  を参照】   

その他のうり科野菜   
【米国きゅうり、かぼちゃ、メロン  

0．25  IT  0．2  アメリカ  を参照】   

ほうれんそう   13  tT  E  アメリカ   【3．5－9．7（n＝7）】   

えだまめ  申  0．14，0．32（‡）   

【米国レタス、リーフレタス、セロリを参  
その他の野菜   13  IT  ロ  アメリカ  照】   
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（別紙2）  農薬名  クロラントラニリブロール   

参考基準値  
基準値  外国  作物残留試験成績   

農産物名  案  現行  基準値  
PPm   PPm   PPm  PPm   pPm  

0．31（i），0．10  

りんご   申  0．30  アメリカ  【0．010－0．30（n＝13）】   

日本なし   0．5  申  0．16（軋0．18（＃）   

（日本なし参照）  

西洋なし   0．5  申  【0．022－0．14（n＝7）】   

マルメロ   0．3  IT  【米国りんご、なしを参照】   

びわ   0．3  IT  0．30  アメリカ  【米国りんこなしを参照l   

0．02，く0．01（果肉）／1．67，   

もも※2   1．0  申，IT  1．0  アメリカ  0．70（果皮） 【0．0779－0．352（n＝13）】  0．1l，0．08   
【米国もも、すもも、おうとうを参  

ネクタリン   1，0  申，1T  照l   

t米国もも、すもも、おうとうを参  

あんず（アプリコットを含む）  1．0  lT  1．0  照】  

0．04，0．08  
【0．005－0．076（n＝8）／0．013，  

すもも（プルーンを含む）  1．0  申，IT  1．0  0．023／0．011．0．031】  

0＿38，0．23  
【0．072－0．48（n＝8）／0．15，  

おうとう（チェリーを含む）  申  1．0   0．49／0．21．0．61】   

申  0．7  いちご  0．23，0．30   

ぶどう   1．2  lT  1．2  アメリカ   【0．0443－0．591（n＝12）l   

綿実   0．3  1T  0．30  アメリカ   【0．006－0．37（n＝14）l   

29凡38．6（荒茶）／16．9，19．6   

茶   50  申  （浸出液）   

牛の筋肉   0．01  IT  0．0  アメリカ  

豚の筋肉   0．01  IT  

その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉   0．01  lT  

牛の脂肪   0．01  1T  

豚の脂肪   0．01  IT  

その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪   0．01  IT  

牛の肝臓   0．01  lT  

豚の肝臓   0．01  IT  

その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓   0．01  lT  

牛の腎臓   0．01  1T  

豚の腎臓   0．01  IT  

その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓   0．01  1T  

牛の食用部分   0．01  lT  

豚の食用部分   0．01  IT  

その他の陸棲晴乳類に属する動物の食用部分   0．01  1T  0．0  アメリカ   

乳   0．01  IT  0．0  アメリカ  

0．05  魚介類  

（拷）これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。  
（‡）で示した値は、作物硬留試験成績のばらつき等を考慮し、試験が行われた範囲内でもっとも大きな残留値を考慮した。  
※1すいか及びメロン類果実の基準値については、果皮を含む全果実に適用するものとする。  
※2 ももの基準値については、果皮を含む全果実（種子を除く。）に適用するものとする。  

21   



（別紙3）  

クロラントラニリプロール推定摂取量（単位：Pg／人／day）   

幼′ト児  

食品群   
基準値案 （ 

ppm）   TMDI   1 

9 3  
6．7   11．8   大‾  0 2  

0．3   まれいしよ  0 01  
13  ヽ   ヽ  13  ヽ  4 0  

4 0  
÷ ヽヽ  

・・・l・◆一       予ヽヽ  4 0    0 4  0 4  
四  

ー   ≠  四  
ー≠  四  

四  

D  4 0  
4 0  18 8  ロ  

13  その他のあぶら≠科野菜  四  
ん や  13          争   A  

し  む  13  
9．1   その他のきく科野菜  13    ロ  
27．0   ねぎ（リーキを む）  2  
1．3   パセリ  13  

3. 9i セ  t  13  
3 9   せ 斗 莱  13      何  

トマト   0 7  13．2  

0 7  2．6   

4．0   ／  0 7  
0．   0．   0．2   その他のなす科野菜  0 7  
2  5，0   ヽ    A  0 3  

0 25  2 9  、÷     A  
0．2   0 25  
0．0  ＼ ゝ  0 25  
0．1  0 25  
0．0   0 25  
0．2  

その他の－り科野菜  0 25            13      226  282．1   
0．1   

えだまめ  円          ‾…■ 
158．6   

・，小   享ゐゐ転業  13            口        35 6   
0 5  2  2．6   ≠  

0 05   ナ  0 5  
0 0  0．0   マルメロ  0 3  
0 0：  0．   0．0  びわ  0 3  

10  0．1   

0．1   l、  10  
0．1   ー コ、、  A  10  
0．2   レー’’  10  
0．1   お－と’（チ リーをAむ）  円    0  

0．   0．1   いちゾ  0 7    0 3      ぶど－  12    5．  円  4．6   
0 3   0 0：  綿実         0．  0．0   
50  175．   215．0   

－Iごト・  

0   0．6   ‾ の  0 01  
2   14   1竜  0 01      口  

魚介類   0．05   4．  4．7   

計   1130．   587．  988．   1256．8   

ADI比（％）   8．  14．   6．   8．9   

高齢者及び妊婦については水産物の摂取量データがないため、国民平均の摂取量を参考とした。  

TMDI：理論最大1日摂取量（TheoreticalMaximumDailyIntake）  
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（参考）  

これまでの経緯  

平成20年 3月10日 農林水産省より厚生労働省へ農薬登録申請に係る連絡（水稲、  

りんご等）  

平成20年 3月25日 厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定に  

係る食品健康影響評価について要請  

平成20年 3月27日 食品安全委員会（要請事項説明）  

平成20年 7月11日 第22回農薬専門調査会総合評価第二部会  

平成20年 7月23日 インポートトレランスによる基準値設定要請（米、ほうれんそ  

う等）  

平成20年 8月19日 第42回農薬専門調査会幹事会  

平成20年 8月28日 食品安全委員会における食品健康影響評価（案）の公表  

平成20年10月 9日 食品安全委員会（報告）  

平成20年10月 9日 食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響評  

価について通知  

平成21年 3月 4日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会へ諮問  

平成21年 3月 6日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会  

●薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会  

［委員】   

青木 宙   

生方 公子  

○大野 泰雄   

尾崎 博   

加藤 保博   

斉藤 貢一   

佐々木 久美子   

志賀 正和   

豊田 正武   

松田 りえ子  

山内 明子  

山添 康   

吉池 信男  

由田 克士  

鰐渕 英機  

（○：部会長）  

東京海洋大学大学院海洋科学技術研究科教］受  

北里大学北里生命科学研究所病原微生物分子疫学研究室教授  

国立医薬品食品衛生研究所副所長  

東京大学大学院農学生命科学研究科教4受  

財団法人残留農薬研究所理事  

星薬科大学薬品分析化学教室准教授  

元国立医薬品食品衛生研究所食品部第一室長  

元農業技術研究機構中央農業総合研究センター虫害防除部長  

実践女子大学生活科学部生活基礎化学研究室教書受  

国立医薬品食品衛生研究所食品部部長  

日本生活協同組合連合会組織推進本部 本部長  

東北大学大学院薬学研究科医療薬学講座薬物動態学分野教授  

青森県立保健大学健康科学部栄養学科教授  

国立健康・栄養研究所栄養疫学プログラム国民健康・栄養調査プロ  
ジェクトリーダー  

大阪市立大学大学院医学研究科都市環境病理学教授  
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答申（案）   

タロラントラニリブロール  

食品名  

（注1）「その他のあぶらな科野菜」とは、あ  
ぶらな科野菜のうち、だいこん類の根、だいこ  
ん類の葉、かぶ類の板、かぶ類の菓、西洋わさ  
び、クレソン、はくさい、キャベツ、芽キャベ  
ツ、ケール、こまつな、きような、チンゲンサ  
イ、カリフラワー、ブロッコリー及びハープ以  
外のものをいう。  

0．05     0，2  
13  

4、0  

4、0  

4．0  

11  

11  

クレソン  

はくさい  
キャベツ  
芽キャベツ  

ケール  
こまつな  
きような  
チンゲンサイ  

11  

11  

4．0  

4．0  

11  

（注2）「その他のきく科野菜」とは、きく科  
野菜のうち、ごぼう、サルシフイー、アーティ  
チョーク、チコリ、エンダイブ、しゆんぎく、  
レタス及びハープ以外のものをいう。  

（注3）「その他のせり科野菜Jとは、せり科  
野菜のうち、にんじん、パースニップ、パセ  
リ、セロリ、みつば、ス′くイス及びハー プ以外  
のものをいう。  

（注4）「その他のなす科野菜」とは，なす科  
野菜のうち，トマト，ピーマン及びなす以外の  

ものをいう。  

（注5）「その他のうり科野菜」とは、うり科  
野菜のうち、きゆうり、かぼちや、しろうり、  
すいか、メロン類果実及びまくわうり以外のも  
のをいう。  

カリフラワー  
ブロッコリー  

互生他辿…五度崩鮎11＿‖＿＿＿＿＿＿＿＿岬＿＿＿＿＿＿…＿  

エンダイブ  
しゆんぎく  

13  
13  
13  
13  
2  

13  
13  
13  
0．7  
0．7  
0．7  
0．7  
0．3  
0．25  
0．25  
0．25  

互生低空皇工剋里監蛙旦1＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  

＿＿＿＿＿｝＿＿＿＿＿＿＿＿＿－＿＿＿＿＿＿＿＿】＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿脚仙”＿”＿  

パセリ  

セロリ  レタス  担豊  
皇聖地聖堂＿乳剋監温蛙旦1＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿－●＿＿＿＿＿＿＿  

トマト  
ピーマン  

なす  
互生他生な土製盟盈（崖Al…．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿…＿＿｝＿＿＿＿…＿＿  
きゆうり  
かぼちや  
しろうり  
すいか（果皮を含む。）  
メロン類果実（果皮を含む。）  
まくわうり  
皇聖地聖上且地温く注旦〕＿＿＿．＿…＿＿＿＿●＿．＿＿＿＿…＿＿＿＿＿＿＿＿… ほうれんそう  

えだまめ  

互生他生竪真上注旦〉＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿…仙＿＿＿＿．＿＿＿－＿＿＿＿  
りんご  
日本なし  
西洋なし  
マルメロ  

ぴわ  

0．25  

0、25  

0、25  

13  

1  

13  

1  

0．5  

0．5  

0．3  

（注6）「その他の野菜」とは、野菜のうち、  
いも類、てんさい、さとうきび、あぶらな科野  
菜、きく科野菜、ゆり科野菜、せり科野菜、な  
す科野菜、うり科野菜、ほうれんそう、たけの  
こ、オクラ、しようが、未成熟えんどう、未成  
熟いんげん、えだまめ、きのこ類、スパイス及  
びハー プ以外のものをいう。   0．3  

1．0  
1．0  
1．0  
1．0  

1  

もも（果皮を含む。）  
ネクタリン  
あんず（アプリコットを含む。）  
すもも（プルーンを含む。）  
おうとう（チェリーを含む。）  

0．7  
1．2  
0．3  

牛の筋肉  盈…●＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿、＿＿＿＿＿＿＿＿＿－＿＿＿＿＿●＿＿＿＿●＿＿＿＿＿＿－＿＿＿－＿＿…  豚の筋肉  
皇聖地里塵捷感長殿眉正二ゑ勤勉空虚奥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  

牛の脂肪 豚の脂肪  
五里他生陸達磨屋麒眉正二ゑ勤勉毀追抜＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  

牛の肝臓  
0．01  

豚の肝臓  

皇聖地空陸捷盛運鮎農工ゑ勤勉里圧勝＿＿．．，．。．＿…＿＿＿＿  
牛の腎臓  
豚の腎臓  

牛の食用部分  
豚の食用部分  

皇聖地空陸壊滅屋胤眉止二良勤塾生食用剋分」＿＿＿＿＿． 弘＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿－＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿－＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  0．01    0．01    0．05  

⑲  

l．   一しl  




